
教育の目的

教育の到達目
標

機械理工学セミナーA,
B

機械理工学特別演習
A～F

インターンシップDS, DL
複雑系機械工学セミ
ナーA～F

★は他研究科科目

★は他研究科科目

機械理工学専攻　高度工学コース（5年型、３年型）

未知の局面において、従来の固定観念や偏見にとらわれない自由で柔軟な発想とダイナミックな行動力を有するとともに、機械工学の基礎となる幅広い学問
とその要素を系統的に結びつけるシステム設計技術を融合させることができ、かつ、新しい技術分野に果敢に挑戦する、研究者・技術者群のリーダーを育成
する。

機械理工学に関連した学問分野における幅広い知識を有するとともに、高い倫理観を備え、独創的な課題設定能力と高い問題解決能力を身につけた、国際
性豊かな研究者となることを到達目標としている。

研究論文（博士）

３
年
型
・
博
士

5
年
型
・
博
士

5
年
型
・
修
士

◎原子系の動力学セミナー

超精密工学

研究倫理・研究公正
（理工系）（生命系）

◎は英語開講科目 原子系の動力学セミナー 先端物理工学実験法 知的財産医工学基礎 ◎
アーティファクトデザイ

ン論

熱物性論
中性子材料工学セミ

ナーⅠ、Ⅱ

乱流力学 高エネルギー材料工学

環境流体力学 光物理工学

先進材料強度論 ◎ デザインシステム学 ◎ 現代科学技術特論

金属結晶学 最適システム設計論

機械理工学基礎セミ
ナーA, B

有限要素法特論 メカ機能デバイス工学 熱物質移動論
量子ビーム物質解析

学

バイオメカニクス
複雑系機械システム

のデザイン
応用数理科学

ロボティクス

★ 力学系理論特論

★ 統合動的システム論

ヒューマン・マシンシス
テム論

力学・制御系

設計生産論 技術者倫理と技術経営応用数値計算法 動的システム制御論 熱物理工学 量子物性物理学 固体力学特論

熱機関学
★は他研究科科目

破壊力学

5年
型・
修士

★

アントレプレナーシップ
入門

学術研究のための情
報リテラシー基礎

設計・生産系 共通的科目

English Technical
Writing

熱・流体系 物理系 固体力学・バイオ系

基盤流体力学

燃焼理工学

◎
□

先端機械システム学通
論

研究論文（修士）、　機械理工学特別実験及び演習第一・第二

数学系

修了

ORT科目

Major科目（博士・修士共通科

コア科目

Major科目（修士科目）

Major科目（博士科目）

進・入学

微分積分，線形代数

微分方程式，確率統計

複素関数，ベクトル解析

質点系と剛体の力学

振動工学

制御工学

流体力学

熱・統計力学
材料力学

入学時に望まれる標準的な予備知識

量子力学 機械設計・製作


